
お 知 ら せnformation

生
活
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

肢
体]
11
月
21
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

12
月
９
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

11
月
21
日
㈭
・
12
月
19
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

11
月
22
日
㈮
・
12
月
20
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

11
月
19
日
㈫
・
12
月
17
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

11
月
13
日
㈬
・
12
月
11
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談（
第
65
回
人
権
週
間
）

　

今
年
も
12
月
10
日
を
最
終
日
と

す
る
「
人
権
週
間
」
を
中
心
に
、

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

11
月
19
日
㈫
・
12
月
３
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

12
月
12
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

12
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

12
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

12
月
10
日
㈫
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

12
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
（
旧
比
和
文
化
会
館
）

●
総
領
地
域

と
き　

12
月
11
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

11
月
21
日
㈭
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

●
東
城
地
域　

と
き　

11
月
21
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
総
領
地
域

と
き　

11
月
13
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
８
８
‐
３
０
６
３

境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が

行
う
無
料
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　

毎
週
水
曜
日

（
祝
日
・
夏
季
・
年
末
年
始
は
除
く
）

①
13
時
30
分
～
②
15
時
30
分
～

と
こ
ろ　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
一

丁
目
２
番
44
号
）

問
い
合
わ
せ

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま

☎
０
８
２
‐
５
０
６
‐
１
１
７
１

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
、
解
決
の
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
８
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お 知 ら せnformation

催
　
　
し

募
　
　
集

と
き　

11
月
30
日
㈯

第
１
回　

10
時
30
分
～
（
開
場
10
時
）

第
２
回　

13
時
30
分
～
（
開
場
13
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料

《
前
売
券
》

○
一
般　

１
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

《
当
日
券
》　

○
大
人　

１
８
０
０
円

○
大
学
生
・
専
門
学
生

１
５
０
０
円

○
高
校
生
以
下
・
60
歳
以
上

１
３
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

庄
原
市
民
会
館
、ゆ
め
さ
く
ら
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
、ザ
・
ビ
ッ
グ
庄
原
店

※
市
民
会
館
で
の
購
入
に
限
り
、

友
の
会
会
員
の
方
は
10
％
割
引

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
民
会
館　

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
８

第
５
回
ふ
れ
あ
い
の
丘
秋
の　

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

11
月
24
日
㈰

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

口
和
郷
土
資
料
館

出
演
者　

フ
ァ
ニ
ー
・
フ
レ
ン
ズ

入
場
料　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

口
和
支
所
企
画
調
整
室

☎
０
８
２
４
‐
８
７
‐
２
１
１
１

庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝

　

庄
原
市
の
初
冬
の
恒
例
行
事
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
「
庄

原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝
大
会
」
も
今

年
で
62
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
師
走
の
庄
原
市
を
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
１
本
の
「
た
す
き
」
を

つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
競
技
の
進
行
に
合
わ

せ
て
走
路
と
な
る
道
路
を
一
部
交

通
規
制
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ラ

ン
ナ
ー
が
安
全
に
走
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
き　

12
月
１
日
㈰

ス
タ
ー
ト　
　

●
女
子
の
部
（
中
学
生
、
一
般
）

10
時
30
分

●
男
子
の
部
（
中
学
生
、
高
校
、

職
域
、
一
般
）

10
時
50
分

ス
タ
ー
ト
地
点　

上
野
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
体
育
協
会

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
６
８
８
０

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
９
６

庄
原
さ
く
ら
学
園
・
庄
原
も

み
じ
園
・
青
空　

学
園
祭

　

第
34
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
出
会
い
♪
ふ
れ
会
い
♪
学
園
祭
」

で
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
釣
堀
・

「
墓
」の
こ
と
に
つ
い
て　
　

　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
先
祖
の
墓
が
山
の
上
に
あ
っ

て
墓
参
り
が
大
変
な
の
で
、
自
宅

の
近
く
に
墓
を
建
て
た
い
」「
墓

を
別
の
場
所
に
移
し
た
い
」。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
次
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
市

民
生
活
課
生
活
安
全
係
ま
た
は
各

支
所
市
民
生
活
室
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
墓
を
建
て
る
と
き　

→
「
墓
地
の
経
営
許
可
」

○
墓（
遺
骨
）を
移
動
す
る
と
き

→
「
改
葬
の
許
可
」

○
墓
を
使
わ
な
く
な
っ
た
と
き　

→
「
墓
地
の
廃
止
許
可
」

※
注
意
す
る
こ
と

・
墓
は
将
来
に
わ
た
っ
て
残
っ
て

い
く
財
産
に
な
り
ま
す
の
で
、
責

任
を
も
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
所
有
す

る
土
地
に
し
か
建
て
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。（
公
営
や
民
営
の
墓

地
を
利
用
す
る
場
合
は
除
き
ま

す
）

・
建
て
た
墓
は
定
期
的
に
草
刈
り

や
掃
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
墓
を
移
動
す
る
と
き
は
、
後
々

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
親

族
な
ど
と
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び

都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
専
用
電

話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
ま
で

を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
、
同

週
間
中
は
広
島
法
務
局
お
よ
び
広

島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
時

間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
時
間
】
８
時
30
分
～
19
時

（
た
だ
し
、土
・
日
は
10
時
～
17
時
）

比
和
人
権
講
演
会

と
き　

11
月
28
日
㈭

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
旧
比

和
文
化
会
館
）

講
師　

落
語
家　

桂　

あ
や
め
さ
ん

演
題　
「
女
と
男
の
笑
い
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
に
運

転
免
許
を
取
る
と
い
う
条
件
を
ク

リ
ア
し
、
桂
文
枝
師
匠
に
入
門
。

女
に
落
語
は
で
き
な
い
と
い
う
固

定
概
念
の
壁
に
風
穴
を
開
け
続
け

た
方
で
す
。落
語
を
交
え
な
が
ら
、

人
権
に
つ
い
て
、
笑
っ
て
楽
し
く

わ
か
り
や
す
い
講
演
会
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
３
０
０
１

庄
原
市
人
権
講
演
会

と
き　

12
月
２
日
㈪

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

講
師　

渡
部　

陽
一
さ
ん

（
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
／
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）

演
題　

世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

各
種
バ
ザ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
物

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日
㈯

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ　

庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
８
８
４

平
成
25
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
県
立
広
島
大
学　
　

研
究
開
発
助
成
事
業
報
告
会

　

県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助
成

事
業
は
、
県
大
の
知
的
資
源
な
ど

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す

る
研
究
に
市
が
助
成
し
、
そ
の
成

果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
研
究
課
題
を
募
集
し

採
択
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
市
と
県
大
の
連

携
に
よ
る
研
究
開
発
の
内
容
や
成

果
を
報
告
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
18
日
㈪

13
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
政
策
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
１
２

広
島
県
雪
合
戦
大
会
参
加

チ
ー
ム
募
集

と
き　

２
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

と
こ
ろ　

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
高
野
町
）

募
集
チ
ー
ム
数

○
一
般
の
部　

76
チ
ー
ム
（
Ｐ

リ
ー
グ
（
全
国
大
会
を
目
指
す
）

12
チ
ー
ム
・
Ｆ
リ
ー
グ
（
雪
合
戦

を
楽
し
む
）
64
チ
ー
ム
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

16
チ
ー
ム

（
選
手
は
女
性
の
み
）

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

12
チ
ー
ム

（
選
手
は
小
学
生
の
み
）

募
集
期
間　

11
月
15
日
㈮
～
12
月
16
日
㈪

参
加
費(

１
チ
ー
ム
）　

一
般
・
レ
デ
ィ
ー
ス　

１
万
２
千

円
、
ジ
ュ
ニ
ア　

５
千
円　

そ
の
他　

　
「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ
」
と
「
レ

デ
ィ
ー
ス
の
部
」
の
優
勝
チ
ー
ム

に
は
、県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て「
日

本
雪
合
戦
選
手
権
大
会
」（
３
月

８
日
～
９
日
・
長
野
県
）
の
出
場

権
と
派
遣
助
成
金
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
高
野
支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
８
６
‐
２
１
１
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
８
６
‐
２
０
６
２

～
平
和
と
命
の
大
切
さ
～

　

世
界
の
国
々
の
中
に
は
紛
争
や

テ
ロ
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る

人
々
が
多
く
い
ま
す
。
今
自
分
た

ち
が
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
る
日

常
が
、
ど
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る

か
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
る

は
ず
で
す
。
ま
た
、
命
の
大
切
さ

や
家
族
の
絆
、
親
の
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
自

ら
の
体
験
を
通
し
た
お
話
が
聞
け

る
講
演
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
３

『
く
じ
け
な
い
で
』　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

映
画
上
映

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
詩
集

「
く
じ
け
な
い
で
」「
百
歳
」
の
作

者
で
あ
り
、
生
き
る
勇
気
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
た
柴
田
ト
ヨ
さ

ん
の
半
生
が
映
画
に
な
り
ま
し

た
。
温
か
く
み
ず
み
ず
し
く
、
気

持
ち
の
奥
底
へ
と
染
み
入
る
そ
の

詩
の
よ
う
に
、
あ
な
た
の
心
に
一

筋
の
光
を
投
げ
か
け
る
感
動
の
物

語
で
す
。

桂　あやめさん

渡部　陽一さん

  　広報しょうばら｜２０１３．１１月号｜ 3031｜２０１３．１１月号｜広報しょうばら
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そ  

の  

他

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

ウ
イ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
３

今
年
の
テ
ー
マ

「
星
降
る
夜
、光
る
森
の
物
語

～LO
V
E

　
い
ろ
い
ろ
な
愛

の
か
た
ち
～
」

　

冬
の
夜
を
70
万
球
の
明
か
り
で

彩
り
、美
し
い
光
の
景
色
を
作
り

だ
す
「
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１
３
」が
、11
月
16
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

樹
木
に
飾
り
付
け
た
無
数
の

電
球
が
か
が
や
き
、ま
る
で
星
が

降
っ
て
き
て
森
全
体
が
光
っ
て
い

る
よ
う
な
光
景
は
、ほ
か
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
こ
だ
け
の

も
の
で
す
。テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た

デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
。ぜ
ひ
お
楽
し

み
に
!!

　

ま
た
、期
間
中
週
末
を
中
心
に

コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
催
し
物
な

ど
、イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

【
開
催
期
間
】　

11
月
16
日
㈯
～
１
月
５
日
㈰

※
期
間
中
毎
日
開
園

（
12
／
31
、１
／
１
は
閉
園
）

【
特
別
延
長
開
園
】

１
月
11
日
・
12
日

【
開
園
時
間
】　

９
時
30
分
～
21
時
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　

【
点
灯
時
間
】

17
時
30
分
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で　

イ
ベ
ン
ト

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆
花
火
の

コ
ラ
ボ

11
月
16
日
㈯
・
30
日
㈯
・

12
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰
・

23
日
㈪
㈷

19
時
30
分
～

（
約
５
分
、１
５
０
発
）

○
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

17
時
30
分
～

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ウインターイルミネーション
2013

※
出
店
の
際
に
は
い
く
つ
か
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

11
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
所
定
の

応
募
用
紙
に
よ
り
事
務
局
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

送
付
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
す
。
定
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

そ
の
他　

　

投
票
総
数
の
多
い
順
に
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
、
優
等
賞
を
選
出
し
、

賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
野
地
域
づ
く
り
未
来
塾
事
務
局

（
高
野
支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
８
６
‐
２
１
１
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
８
６
‐
２
０
６
２

県
立
広
島
大
学
公
開
講
座

「
環
境
中
の
放
射
線
と
そ
の
影
響
」

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
で

は
放
射
線
や
そ
の
影
響
へ
の
関
心

が
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
。
本
講

座
は
、
放
射
線
と
そ
の
影
響
に
つ

い
て
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

も
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
３
日
㈫

14
時
40
分
～
16
時
10
分

と
こ
ろ　

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

講
師　

加
藤　

一
生
さ
ん
（
生
命

環
境
学
部
環
境
科
学
科
教
授
）

申
し
込
み
方
法　

　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

総
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

☎
０
８
２
４
‐
７
４
‐
１
０
０
０

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
７
４
‐
１
７
０
４

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

　

県
民
手
帳
は
、
２
色
印
刷
で
見

や
す
く
使
い
や
す
い
予
定
表
の
ほ

か
、官
公
庁
連
絡
先
や
統
計
資
料
、

生
活
情
報
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
大
変
便
利
で
す
。

　

市
役
所
本
庁
窓
口
や
各
支
所
で

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版　

６
０
０
円

デ
ス
ク
版　

１
１
０
０
円

　

ま
た
、
農
林
統
計
協
会
発
行
の

農
業
日
誌
な
ど
も
取
り
扱
い
ま

す
。（
11
月
上
旬
か
ら
販
売
予
定
）

特
別
販
売
価
格

農
業
日
誌　
　
　
　

１
４
７
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　

１
４
７
０
円

新
農
家
暦　
　
　
　
　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
１
３

若
者
の
就
業
の
た
め
の
支
援

機
関
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
で
は
２
つ
目
と
な
る
「
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
今
年
８
月
、
広
島
市
安
佐

北
区
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
、
15
歳
～
39
歳
の

若
者
を
対
象
に
、
職
業
的
自
立
や

社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国

（
厚
生
労
働
省
）
の
事
業
で
、
ブ

ラ
ン
ク
や
人
間
関
係
の
つ
ま
ず
き

な
ど
で
働
く
こ
と
に
一
歩
踏
み
出

せ
な
い
方
の
「
働
き
出
す
力
」
を

引
き
出
す
場
所
と
し
て
、
全
国
で

１
６
０
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
庄
原
市
や
三
次

市
な
ど
県
内
北
部
地
域
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
予
約
制
で
出
張
相
談

な
ど
も
受
け
付
け
て
お
り
、
月
～

金
ま
で
の
10
時
～
18
時
で
利
用
で

き
ま
す
。
利
用
料
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

　

就
業
に
つ
い
て
お
困
り
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容

○
複
数
の
専
門
家
に
よ
る
相
談

（
キ
ャ
リ
ア
相
談
、
生
活
相
談
な

ど
）

○
就
労
に
向
け
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
な
ど
）

○
各
種
学
校
（
高
校
、大
学
な
ど
）

と
の
連
携

○
地
域
と
の
連
携
活
動

問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
北
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
広
島
市
安
佐
北
区

可
部
南
五
丁
目
13
‐
21
）

☎
０
８
２
‐
５
１
６
‐
６
５
５
７

鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
in
雪
合
戦
出

店
者
募
集

　

高
野
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
広
島
県
雪
合
戦
大
会
」
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
お
い
し
い
鍋
の

グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し
ま
す
。
自

慢
の
鍋
料
理
を
出
店
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き　

２
月
２
日
㈰
10
時
～

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
特
設
会
場

応
募
資
格

①
雪
合
戦
を
盛
り
上
げ
る
鍋
を
出

店
で
き
る
グ
ル
ー
プ

11月16日（土）～１月５日(日)まで開催！
期間中毎日開園（12/31、１/１は閉園）

奨学金制度説明会
　市は、高校・大学・専門学校などに進学、在学する生徒や学生を対象に、
奨学金の貸し付けなどを行っています。
　この制度の説明会を次のとおり開催しますので、平成 26 年度での利用
を検討している方はご参加ください。（どの会場でも参加できます。予約な
どは不要です。）

地域 とき ところ

比和地域 12月　2日（月）19：00～ 比和自治振興センター
小会議室

高野地域 12月　3日（火）19：00～ 高野支所１階会議室

口和地域 12月　5日（木）19：00～ 口和支所
１階オープンスペース

東城地域 12月　5日（木）19：00～ 東城支所２階庁議室

西城地域 12月　9日（月）19：00～ 西城支所２階大会議室

総領地域 12月　9日（月）19：00～ 総領支所２階第３会議室

庄原地域 12月 10日（火）19：00～ 庄原市役所
３階防災対策室

●問い合わせ
　教育総務課総務係 ☎ 0824-73-1182　または各支所教育室

備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１３．１１月号｜ 3233｜２０１３．１１月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。引き取りを希望する飼い主は、必ず
事前に広島県動物愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡してください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

比和自然科学博物館　   ☎ 0824-85-3005

開館 ： ９時～ 17 時（年末年始休館）

山で、公園で、庭で、どこでも
楽しめる紅葉。その仕組みを知
るともっと楽しいと思いませ
んか？
樹木の葉は、クロロフィル（葉
緑素－緑色）とカロチノイド
（黄色）という色素を持ってい
て、クロロフィルの量が多いの
で普段は緑色に見えますが、秋
が深まるとクロロフィルが先
に分解されカロチノイドが残
るので黄色に見えてきます。こ
れが「黄葉」です。
一方、秋になると葉を落とす
準備のため葉の付け根の部分に離層という層ができて、光合成で
つくられた糖分などが葉に残り、それがアントシアンという赤色
の色素に変化するようになります。これが「紅葉」です。赤くなり
始めたときにクロロフィルが残っていれば、最初紫色のようにな
り後で赤に変化していきます。
また、アントシアンの代わりにタンニン系の物質ができると褐
色になり、これは「褐葉」と呼ばれます。
どの樹種が何色に色づくかはだいたい決まっていますが、その
年の天候や生育条件、樹齢などによっても変化しますし、実際には
緑、黄、赤、褐色の色素がさまざまな割合で含まれていて、時間の経
過とともに変化していくので、多種多様な色になって私たちを楽
しませてくれるのです。
「黄葉」「紅葉」「褐葉」のように色づく葉のことを、一般的にはま
とめて「紅葉」と呼んでいます。
高い山では落ち葉の季節ですが、帝釈や備北丘陵公園などの標
高のところでは今が一番美しい時ではないでしょうか。

●東城地域

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

11月～12月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室「ウールマフラーを染める」
　とき　11月25日（月）　①９時～12時
　　　　　　　　　　　 ②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円　　定員　各10人
○かずら教室
　「リース作り（午前の部）」
　「白木でつくるクリスマスツリー（午後の部）」　
　とき　11月29日（金）　①９時30分～12時
　　　　　　　　　　　 ②13時30分～16時
　参加費　①1,300円　②1,800円　　定員　15人
○かずら教室
　「おせち料理入れ」（午前の部）
　「ミニ門松づくり」（午後の部）
　とき　12月13日（金）　①９時30分～12時
　　　　　　　　　　　 ②13時30分～16時
　参加費　①1,800円　②1,500円　　定員　15人
▶展示・催し物
○庄原茶道連盟「お茶会」
　とき　11月17日（日）17時まで
○「里山の実りを飾り付けて～三村清風リース展示
　販売＆ミニ教室～」
　とき　11月29日（金）9時～12月１日（日）16時まで
　ミニ教室開催日　11月29日（金）、30日（土）
　随時受け付け　参加費　1,000円～

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

わら細工作品展
とき　12月８日(日)～10日(火)10時～16時
○わら細工作品を募集中。７日㈯14時～15時にアー
ト多愛夢にご持参ください。
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。本年度から血液製
剤の安全性、製造効率、医療機関の需要の観点から、
400ml 献血限定で実施しています。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

11月14日（木）
ＪＡ庄原本所 ９時45分～11時15分

広島県庄原庁舎 13時15分～15時
12月 ５日（木） ジョイフル 11時30分～15時

11月10日（日）東城病院 08477-2-2150
17日（日）瀬尾医院 08477-2-0023
23日（土）こぶしの里病院 08477-2-5255
24日（日）細川医院 08477-2-0054

12月  1日（日）東城病院 08477-2-2150
8日（月）こぶしの里病院 08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年９月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育指導課 ☎ 0824-73-1184

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

11 月・12 月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

「ひろしま給食 100 万食プロジェクト」
「ひろしま給食 100 万食プロジェクト」は、県民みんなで広島

ならではの給食メニューを食べて、食生活の改善や健康増進など、
「食」に関する理解や意識を高める食育プロジェクトです。学校
給食を活用した「ひろしま給食 100 万食プロジェクト」を実施し、
学校・家庭・地域が一体となった取り組みが進められています。

本年度は、①子どもたちに地域の食材に興味をもち食べてもら
う、②保護者に学校給食に関心をもってもらう―など、食育につ
いて考えてもらえるよう、各市町の栄養教諭が中心となって、広
島ならではの魅力ある給食メニュー「ひろしま給食」を開発し、

「ひろしま食育ウィーク（10 月 19 日に定められた「ひろしま食
育の日」を含む一週間）」に、給食を実施している県内の学校で
20 万食が提供されました。庄原市でも、統一主菜メニューの “ ひ
ろしまトンチキレモン ” と庄原市の特色を生かした副菜を組み合
わせたメニューを提供しました。

ご家庭でも、子どもたちと「ひろし
ま給食」のレシピをもとに一緒に調
理し、食事する体験を通して、食事
の楽しさや栄養バランスの大切さな
どについて、話をしてみてください。

本プロジェクトの詳しい情報やレシ
ピは、広島県教育委員会のホームペー
ジをご覧ください。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，０１３人（前年比－６８９人）　
男　　１８，４５６人（前年比－３０１人）　
女　　２０，５５７人（前年比－３８８人）　
世帯数　１５，９８４世帯（前年比－４８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　２７８人（前年比－２６人）

と　き　11 月 25 日（月）12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　宮

み や な が

永　喜
よ し こ

子（シャンソン）
　　　　山

や ま も と

本　隆
た か し

司（シンセサイザー）
曲　目　恋心、枯葉　ほか

広報日記
　今回の特集は当初、市内の神楽を紹介するプチ特集を考え
ていました。ですが、比婆荒神神楽の取材を進めていくうち
に、その奥深さと地域との結びつき、関係者の方々の思いに触
れ、こんなにすばらしい神楽が庄原にあるんだということを、
ぜひ皆さんに知ってもらいたくなり、今回のような内容に変
更しました。比婆荒神神楽もそうですが、地域で行われる昔な
がらの行事は人と人との接点をつくり、そうした思い出がふ
るさとを愛する原点にもなると思います。今回、紙面の都合で
紹介できませんでしたが、西城紫水高校神楽同好会も神楽甲
子園などで比婆荒神神楽の舞を披露し、その魅力を伝えよう
と頑張っています。子ども神楽塾とともに今後も注目してい
きたいと思います。

▶宮永　喜子…三次市出身。広島音楽高校　名古屋音楽大学
声楽科卒業。日本シャンソン協会理事堀内環氏に師事。名古
屋・広島にて音楽教室講師、三次高校講師、ピアノ教師、合
唱指導などを経て、シャンソンを歌う。広島市在住。
▶山本　隆司…小学校高学年から広島ジュニアオーケストラ
に在籍しフルートを学ぶ。カワイピアノ教室講師からヤマハ
エレクトーン講師を経てヤマハの指導講師を務める。広島市
在住。

	
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

１１月１３日・２７日

１２月１１日・２５日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

『家でできる冬の感染症予防』

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　１２月９日（月）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

12 月

樹木の葉はどうして色づくの？

　感染症は、寒くなる時期から、かかりやすくなってきます。

《なぜ感染症にかかりやすくなるの？》
⇒冬はウイルスが元気になる…ウイルスは低温、低湿度を好む。
⇒人の免疫力が低下する…寒さと乾燥で、のどの粘膜などの防
御機能が低下する。
⇒菌やウイルスがよく飛び散りやすい…乾燥していると菌やウ
イルスの飛ぶ距離が伸び広範囲に広がる。

○次のことに気をつけて予防をしましょう。
【病原体を入れない工夫】
■外出後の手洗い・うがい…手指や口腔内の菌やウイルスを除去
するのに有効。アルコール消毒も効果的。
■適度な湿度の保持…加湿器などを使って適切
な湿度(50 ～60％) を保つ。
■人混みの多い所への外出を控える…菌やウイ
ルスにあう機会が増えるようなことを避ける。

【病原体が入っても負けない身体づくり】
■十分な休養とバランスのとれた栄養をとる
■水分補給を心掛ける…冬は水分摂取が少なくなりがち。

●インフルエンザワクチン予防接種ワンポイント！●
◉13 歳未満は2 回接種です。（接種間隔は1 ～4 週間）
◉効果が期待できるのは、2 回接種後2 週間後から5 カ月程度ま
でと考えられています。例年12 月から3 月頃に流行するので、12
月中旬までに接種を終えることが望ましいです。

イロハモミジ

統一主菜メニュー
「ひろしまトンチキレモン」

  　広報しょうばら｜２０１３．１１月号｜ 34 35｜２０１３．１１月号｜広報しょうばら


